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鋭 利 な 技 術 社 会 批 判 で 知 ら れ る キ リ ス ト 教 知 識 人 、 ジ ャ ッ ク・

エ リ ュ ー ル 。 フ ァ シ ズ ム と の 闘 争 、 シ チ ュ ア シ オ ニ ス ト と の

接 触 や エ コ ロ ジ ー 運 動 へ の 参 与 の な か で 形 成 さ れ た そ の ラ

デ ィ カ ル な 思 想 は 、 組 織 宗 教 の 権 威 主 義 や 国 家 を 追 認 す る 聖

書 理 解 に 反 駁 し 、 信 仰 と ア ナ キ ズ ム の 出 会 う べ き 地 点 を 開 示

す る 。 主 人 の 軛 を 砕 く 解 放 の 神 、 支 配 の 根 拠 を 切 り 崩 す イ エ

ス 、 政 治 権 力 を 退 け る 預 言 書 や 黙 示 録 な ど 、 キ リ ス ト 教 に 内

在 す る ア ナ ー キ ー な ポ テ ン シ ャ ル を 覚 醒 さ せ る 晩 年 の 重 要 作 。

信 仰 の ア ナ ー キ ー

アナキズムとキリスト教アナキズムとキリスト教
（訳）新教出版社編集部新教出版社編集部

ジャック・エリュール Jacques Ellul（1912-1994）
フランス・ボルドー生まれ。ボルドー大学で教鞭を執った法制史家、社会科学者に
して、改革派教会の信徒神学者。戦間期の思想運動・非順応主義の薫陶を受け、シチュ
アシオニストとの接触やアキテーヌ沿岸の開発反対闘争などへの参与をへて、キリ
スト教アナキズムともいうべき特異な思想を形成していった。イヴァン・イリイチ
を代表とするキリスト教的技術社会批判の系譜でも重要な位置を占める、再評価が
待たれる思想家である。『技術社会 上下巻』（すぐ書房）ほか邦訳書多数。
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